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金
部
官
邸
宮
山
港
叶

る
を
聞
付
け
、
見
分
に
罷
越
し
け
る
を
、
松
の
木
取
り
に
会
る
者
数

足
続
雨
人
を
召
捕
り
、
勘
兵
衛
の
宅
へ
連
市
部
り
吟
味
し
け
る
に
、
安

易
守
家
北
部
な
る
よ
し
申
瓢
し
・
抗
出
合
中
付
け
た
り
。
然
る
K
利
常
卿

師
城
し
給
ひ
、
勘
兵
衛
を
小
松
へ
被
v
召
、
議
公
肉
入
怖
の
段
御
窓
に

て
、
二
百
石
御
加
柑
被
a
仰
付
一
向
後
随
分
的
に
入
可
=相
勤
↓
併
し
勘
兵

術
小
身
者
た
る
ゆ
ゑ
、
山
品
川
相
廻
り
け
る
閥
、
末
K

の
者
あ
な
ど
り

申
者
も
可
v
有
ν
之
聞
、
州
開
地
二
挺
被
s
下
出
血
一
若
し
及
品
議
出
H
-
者
共
候
は

十
人
有
ν
之
、
逃
失
せ
け
る
を
雨
入
召
柿
り
腕
り
詮
議
す
る
底
・
本
多

安
島
守
の
家
来
也
。
何
卒
下
K
て
事
組
制
む
や
う
に
と
の
都
な
れ
共
、

勘
兵
衛
承
即
時
せ
主
誌
に
た
し
た
り
o
共
の
頃
引
山
卿
江
戸
よ
り

M

削

減
し
給
ひ
、
勘
兵
街
を
小
松
へ
召
さ
れ、

奉
公
向
怖
に
入
山
被
凸仰
出
一

共
の
比
ま
で
は
彦
市
と
糾
し
・
亡
父
勘
兵
衡
の
次
男
た
る
に
よ
り
・

埋
葬
す
べ
し
と
。
故
陀
遺
言
に
任
せ
、
境
基
を
ば
茶
臼
山
の
一
高
峰

に
築
く
。
依
り
て
世
人
此
の
一
峰
を
勘
兵
術
塚
と
呼
べ
り
と
。
平
次

按
守
る
に
、
山
比
勘
兵
衛
は
元
副
勘
兵
衡
が
事
た
ら
ん
か
。
家
輔
陥
を

見
る
に
‘
元
山
他
勘
兵
街
光
抗
削
は
本
図
駿
河

-m比
の
産
陀
て
、
由
比
大

関
の
長
男
た
り
。
幼
少
の
時
父
大
間
の
了
間
聞
に
不
ν
叶
と
て
、出
家
矯
v

に
流
牢
す
。

利
長
卿
の
時
再
び
召
返
さ
れ
、
家
秩
阻
百
石
を
賜
は
り
、

配
分
知
百
石
賜
ひ
け
る
虎
・
二
百
石
の
御
加
恩
に
て
.
都
合
三
百
石

賜
は
り
・
名
も
勘
兵
衛
と
改
む
る
や
う
に
と
被
仰

am↓
と
見
b
・ヰ
保

録
に
は
.
土
清
水
花
見
事
成
る
松
木
有
ν
之
・
本
多
安
田
町
守
邸
地
へ
取

寄
せ
箆
v
植
皮
由
に
て
、
申
都
世
都
宮
崎
主
師
向
と
云
ふ
者
へ
巾
付
け
・
足
純

井
に
人
足
共
多
く
指
怒
し
、
と
が
せ
候
庭
、
近
在
の
者
共
よ
り
勘
兵
街

へ
及
a
祭
内
-
け
る
に
、
勘
兵
術
下
人
陀
長
刀
銭
ν
持
・
早
辿
共
所
へ
四
時

越
し
谷
め
け
る
由
刷
、
勘
兵
衛
の
勢
ひ
に
恐
れ
、
皆

h
k

逃
散
り
た
る
内
、

致
世
け
る
庭
、
成
長
後
武
士
と
成
り
、
総
同
信
長
公
民
移
仕
し
・

毎

政
武
功
を
顕
し
た
り
。
然
り
と
い
へ
ど
も
、
長
筏
合
磁
の
時
軍
法
主

品
目
吉
先
登
す
。
依
り
て
防
相
仇
を
絞
り
流
浪
す
。
後
加
州
民
衆
り
、
滞

臨
大
納
言
利
家
卿
に
仕
へ
、
帥
岡
地
足
範
三
十
人
を
預
け
ら
れ
、
足
都

大
将
た
り
し
か
ど
、
能
州
末
森
後
援
の
後
・
故
あ
り
て
総
を
僻
し
退

去
せ
ん
と
す
る
に
、
利
家
卿
の
銀
色
に
巡
ひ
、
挙
公
主
梢
は
れ
京
都

利品川
卿
の
時
金
の
蒋
取
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
党
北
十
年
間
叫
す
。
二
代
勘

兵
街
定
清
、
父
の
遺
領
配
分
知
を
印
刷
は
り
、
正
保
三
年
山
奉
行
主
命

ぜ
ら
れ
、
延
賀
五
年
小
松
定
帯
同
向
狙
枠
制
削
に
命
ぜ
ら
れ
・
翌
六
年
残

す
。
と
あ
り
。
按
巴
子
る
に
、
山
本
廿
都
府
の
微
妙
公
夜
話
鍬
K
・
由
比
勘

兵
術
山
器
行
を
勤
め
け
る
時
、
野
閉
山
広
松
を
根
廻
し
い
た
し
挫
け
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